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大
淀
町
の
自
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遺
産

大
淀
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の
自
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遺
産

持
尾
の
石
垣
と
ウ
ル
シ
の
古
木

持
尾
の
石
垣
と
ウ
ル
シ
の
古
木

◆内容◆

　
国
道
１
６
９
号
線
の
畑
屋
口
交
差
点
の

少
し
北
か
ら
、
持
尾
区
へ
入
り
ま
す
。
お
よ

そ
１
㎞
ほ
ど
進
む
と
Ｔ
字
路
が
あ
り
、
越
え

る
と
す
ぐ
左
手
に
見
え
ま
す
。

　
今
回
の
表
紙
は
、持
尾
の
石
垣
と
ウ
ル
シ
の
古
木
で
す
。

　
持
尾
集
落
の
入
口
に
、
旧
川
本
家
の
屋
敷
跡
の
石
垣
が

残
っ
て
お
り
、
そ
の
上
に
ウ
ル
シ
（
漆
）
の
古
木
が
立
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
古
木
は
高
さ
約
10
ｍ
、
目
通
り
周
囲
約

2.5
ｍ
の
大
き
さ
で
町
内
で
も
珍
し
い
も
の
で
す
。

　
ウ
ル
シ
は
落
葉
樹
で
、
秋
に
な
る
と
葉
が
真
赤
に
な
り

ま
す
。
昔
は
塗
り
物
（
漆
器
）
に
使
う
材
料
の
漆
を
と
る

た
め
に
民
家
で
栽
培
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
ウ
ル
シ
の
木
も
、
明
治
時
代
以

前
に
植
え
ら
れ
、
数
々
の
塗
り
物
（
漆
器
）

に
役
立
て
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

２
０
２
１
年
３
月
31
日
に
「
お
お
よ
ど

遺
産
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
持
尾
区
は
、
国
道
か
ら
中
に
入
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
た
め
、
今
回
紹
介
の
ウ
ル
シ
の
古
木
も
、
皆
さ
ん
な

か
な
か
お
目
に
か
か
る
機
会
が
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
を
機
会
に
足
を
運
ば
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
と
き
）
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日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
は
？

　

認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
等
に
よ
り
、

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
方
を
対
象
に
、

地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
利
用
者
と
の
契
約
に
基
づ
い
て
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
、
日
常
的
な

金
銭
管
理
、
重
要
書
類
の
預
か
り
等
の
支

援
を
行
う
事
業
で
す
。

　
平
成
19
年
に
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事

業
か
ら
現
在
の
名
称
に
改
称
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
く
れ
る
の
？

　
具
体
的
に
は
、
主
に
次
の
４
種
の
お
手

伝
い
を
行
い
ま
す
。

①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
援
助

　
・�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
提

供
、
利
用
に
あ
た
っ
て
の
相
談
・
手

続
き
の
お
手
伝
い

　
・�

利
用
中
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
を

解
決
す
る
た
め
の
お
手
伝
い

②
日
常
的
な
金
銭
管
理

　
・�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
や
公
共

料
金
等
の
支
払
い
・
確
認
の
お
手
伝
い

　
・�

日
常
生
活
に
必
要
な
生
活
費
の
払
戻

し
等
の
お
手
伝
い

③
普
段
の
生
活
に
必
要
な
事
務
手
続
き
支
援

　
・�

自
宅
に
届
く
通
知
物
確
認
の
お
手
伝
い

　
・�

役
場
、
福
祉
事
務
所
等
へ
必
要
な
手

続
き
の
お
手
伝
い

④
大
切
な
通
帳
や
印
鑑
、
書
類
等
の
保
管

　
・�

預
金
通
帳
や
年
金
証
書
、
不
動
産
権

利
書
な
ど
の
保
管

ど
ん
な
方
が
利
用
で
き
る
の
？

　
利
用
で
き
る
方
は
、
軽
い
認
知
症
や
知

的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
判
断

能
力
が
不
十
分
な
方
で
、
日
常
生
活
を
営

む
の
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た

め
の
情
報
の
入
手
や
理
解
、
判
断
、
意
思

表
示
に
関
し
て
、
本
人
の
み
で
は
適
切
に

行
う
こ
と
が
難
し
い
方
で
す
。

　
た
だ
、
判
断
能
力
が
不
十
分
と
い
っ
て

も
、
こ
の
事
業
の
契
約
内
容
を
理
解
で
き

る
程
度
の
能
力
は
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

費
用
は
い
く
ら
か
か
る
の
？

　
契
約
後
は
、
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
・
１
時
間
あ
た
り
１
，
２
０
０
円

　
　
（
以
降
３
０
分
ご
と
に
６
０
０
円
）

　
・
交
通
費
と
し
て
別
途
３
０
０
円

※�

生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

全
額
補
助
さ
れ
ま
す
。

相
談
は
大
淀
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
大
淀
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
奈
良

県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
委
託
を
受
け
て
、

相
談
や
直
接
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　
昨
年
12
月
１
日
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
大
淀
町
で
も
45
名

の
民
生
児
童
委
員
と
３
名
の
主
任
児
童
委
員

が
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
、

３
年
間
の
任
期
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま

す
。

　
民
生
児
童
委
員
は
、社
会
奉
仕
の
精
神
で
、

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
・
母
子
世
帯
等
の
要
支
援
者
の
調
査
や
相

談
支
援
、
自
主
的
な
地
域
福
祉
活
動
な
ど
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
ま
た
、
福
祉
事

務
所
な
ど
関
係
行
政
機
関
の
業
務
に
も
協
力

さ
れ
、
社
会
福
祉
の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
暮
ら
し
や
生
活
に
困
っ
た
時
は
、
地
区
の

民
生
児
童
委
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
福
祉
へ
の
架
け
橋
と
し
て
大
き
な
味
方

と
な
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
主
任
児
童
委
員
は
、
子
ど
も
や
子
育
て
に

関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

担
当
区
域
を
持
た
ず
、
区
域
担
当
の
民
生
児

童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
子
育
て
の
支
援
や

児
童
健
全
育
成
活
動
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任

児
童
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な

相
談
相
手
と
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
ご
存
知
で
す
か
！

　（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
）

 

福祉サービスの手続
きが難しいの 

お金の管理が難しくて
いつも困っているの 

郵便が届いたけど、手続きが
不安でそのままにしてしまうわ

 

 

通帳、どこにし
まったのかしら 
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●買い物代行支援を行っています。
　新型コロナウイルスの感染によって、自宅待機をされていて買い物にお困りの方に、買い物代行支援を行っ
ています。

　　対象：①、②の両方にあてはまる方
　　　　　　①町内に住所があり、かつ保健所からコロナウイルスの感染者や濃厚接触者及び帰国者と特定され、
　　　　　　　自宅待機中となっている方
　　　　　　②親族等からの支援が困難で、かつ民間業者による宅配サービスの利用が困難な方
　　内容：生活に必要な食料や日用品（たばこ・酒・コーヒー・お菓子等の嗜好品は除く）の買い物代行を行い
　　　　　ます。　※ 1週間につき 2回を限度とし、1回あたりの購入金額は 5,000 円以内です。

　　　　　　　■申し込みついて
　　　　　　　　・支援を希望される方は、大淀町社会福祉協議会に電話をしてください。
　　　　　　　　・必要事項の確認と支援内容の聞き取りをさせていただきます。
　　　　　　　　・町内のスーパー等で、買い物を代行し、自宅にお届けします。
　　　　　　　　・お支払いは、後日（2週間以内）に指定の口座に振り込んでいただくか、
　　　　　　　　　もしくは窓口へ直接お越しいただくか、のどちらかでお願いします。

●車イスの貸し出しを行っています。
　大淀町にお住まいの身体障害者の方や、高齢者の方に対して、社会活動への参加と自立の促進を目的に車
イスの貸し出しを行っています。原則、要介護２以上の方は、介護保険制度を利用できますので、そちらを
優先してください。その場合は、担当のケアマネジャーにご相談をお願いします。

　　　　　　　■申し込みについて
　　　　　　　　・申請書と誓約書を提出いただきます。(申請は、当日でも可 )
　　　　　　　　・ご本人（大淀町に居住の方に限る）、または、代理の方でも申請は可能です。
　　　　　　　　・車イスは、貸し出し中でお貸しできない場合もありますので、事前にお問合せください。
　　　　　　　　・貸出期間は最長で 6ヵ月間です。場合によっては、延長申請も可能です。
　　　　　　　　・車イス返却時に、パンクや破損があった場合は、費用負担をしていただくこともあります。

お問合せは、大淀町社会福祉協議会まで　　TEL ０７４７―５２－１９４１

　文化会館のふれあいコーナーで、毎月第１・第３木曜日に開催しています。
開催時間は１３：００～１５：００です。（祝日の場合は、お休みです）

　地域の誰もが気軽に交流できる場所
となっており、コーヒーも本格的です。
是非お立ち寄りください。福祉の相談
もお気軽にどうぞ。

「げんきかふぇ」は町内の６つの社会福祉法人（美吉野園・すぎの子会・延明福祉会・
仁風会・せせらぎ会・大淀町社会福祉協議会）が協働で設立した大淀町元気な地域づく
り推進協議会が主催しています。

～げんき＆かつべCafé からのお知らせ～

　3月・4月の開催予定日
　3月 2日（木）、3月 16日（木）
　4月 6日（木）、4月 20日（木）

  
ＭＥＮＵ 

   
 

 

   各￥300  
・ホットコーヒー
・アイスコーヒー
　　(Sサイズは　各￥150）
・焼き菓子　￥250  
・中学生以下はジュース無料

）
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国
道
１
６
９
号
線
の
畑
屋
口
交
差
点
の

少
し
北
か
ら
、
持
尾
区
へ
入
り
ま
す
。
お
よ

そ
１
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ほ
ど
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む
と
Ｔ
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路
が
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り
、
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え
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ぐ
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手
に
見
え
ま
す
。
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支
援
が
必
要
な
高
齢
者
の
方
々
は
、
多
様
な
生
活
課
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
同
時
に
そ
の
家
族
も
課
題
を
抱

え
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
や
家
族

に
対
す
る
支
援
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

様
々
な
社
会
資
源
、
様
々
な
方
々
の
ご
協
力
の
も
と
「
包
括

的
・
継
続
的
」
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
包
括
的
と
は

　
「
介
護
保
険
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
」、「
医
療
の
対
象
と

な
っ
た
場
合
」、「
在
宅
の
場
合
」、「
施
設
に
入
所
し
た
場
合
」

と
い
う
よ
う
に
、
特
定
の
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
場
合
な
ど
、
あ
る
特
定
の
状
態
と
な
っ
た
場
合
だ
け
を
支

援
の
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
高
齢
者
自
身
の
努
力
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
様
々
な
資
源
を
活
用
し
、
必
要
な
支

援
を
広
く
集
め
て
、
生
活
を
様
々
な
面
か
ら
支
え
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

●
継
続
的
と
は

　
高
齢
者
の
状
態
は
、
時
間
や
場
所
と
と
も
に
変
化
し
、
そ

の
変
化
は
必
ず
し
も
直
線
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
発
病
や
病
状
の
悪
化
に
よ
っ
て
一
時
的
に
入
院
し
た

り
、
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
回
復
し
て
再
び
在

宅
で
の
自
立
生
活
が
可
能
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
高
齢
者
の
心
身
の
状
態
や
生
活
環
境
な
ど
の

変
化
に
応
じ
て
、
適
切
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ

て
提
供
で
き
る
よ
う
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
続
け
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

●
地
域
へ
の
サ
ポ
ー
ト

　
対
象
の
方
に
は
、
様
々
な
方
の
支
援
・
社
会
資
源
が
一
貫

性
を
も
っ
て
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
れ
ら
が
適
切
に
繋
が

り
、
皆
さ
ん
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
介
護
保
険
事
業
所
や
介
護
支
援
専
門
員
等
へ

の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
環
境
整
備
と
し
て
、

地
域
に
お
け
る
連
携
体
制
の
構
築
等
も
進
め
て
い
ま
す
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談

　

介
護
、
医
療
、
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
、
そ
の
他
に
も
介

護
予
防
教
室
、
出
前
講
座
等
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 (

☎
０
７
４
７-

５
２-

７
７
６
０)

遺
言
・
相
続
の
こ
と
な
ら
相
談

無
料

大
淀
町
土
田
二
八
四̶

九
　
ラ
イ
フ
・
コ
ー
ナ
ン
横

Ｊ
Ａ
西
部
支
店
前

☎
〇
七
四
七（
五
二
）六
五
七
七

（
　
　
）

な
か
で

中
出
司
法
書
士
事
務
所

ほ
う
か
つ
通
信

　
今
回
の
表
紙
は
、持
尾
の
石
垣
と
ウ
ル
シ
の
古
木
で
す
。

　
持
尾
集
落
の
入
口
に
、
旧
川
本
家
の
屋
敷
跡
の
石
垣
が

残
っ
て
お
り
、
そ
の
上
に
ウ
ル
シ
（
漆
）
の
古
木
が
立
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
古
木
は
高
さ
約
10
ｍ
、
目
通
り
周
囲
約

2.5
ｍ
の
大
き
さ
で
町
内
で
も
珍
し
い
も
の
で
す
。

　
ウ
ル
シ
は
落
葉
樹
で
、
秋
に
な
る
と
葉
が
真
赤
に
な
り

ま
す
。
昔
は
塗
り
物
（
漆
器
）
に
使
う
材
料
の
漆
を
と
る

た
め
に
民
家
で
栽
培
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で

す
。
こ
の
ウ
ル
シ
の
木
も
、
明
治
時
代
以

前
に
植
え
ら
れ
、
数
々
の
塗
り
物
（
漆
器
）

に
役
立
て
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

２
０
２
１
年
３
月
31
日
に
「
お
お
よ
ど

遺
産
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
持
尾
区
は
、
国
道
か
ら
中
に
入
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
た
め
、
今
回
紹
介
の
ウ
ル
シ
の
古
木
も
、
皆
さ
ん
な

か
な
か
お
目
に
か
か
る
機
会
が
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
を
機
会
に
足
を
運
ば
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
と
き
）

あ
と
が
き

あ
と
が
き

あ
と
が
き

◇
◆◆
◇ 

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
や
地
域
を
繋
い
で
い
ま
す
！

～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
～ 

◇
◆◆
◇

 

高齢者 
(家族) 

介護 

医療

予防

住居 

権利

擁護

住み慣れた地域で暮らす為に 

「継続的」な支援 

包括 

生活を支える「包括的」な支援 

生活

支援 

 

高齢者 
(家族) 

介護 

医療

予防

住居 

権利

擁護

住み慣れた地域で暮らす為に 

「継続的」な支援 

包括 

生活を支える「包括的」な支援 

生活

支援 


